
お子さんが「ウイルス性胃腸炎」と診断されたお母さん、お父さんへ 

代表的なウイルスとして、ロタウイルス、ノロウイルス、アデノウイルスがありますが、対処方法はどの
ウイルスでも変わりません。便検査はほとんどの場合必要ありません。 
もっとも大切なことは、適切に水分をとって脱水を予防すること、周囲への感染予防です。 
 
＜胃腸炎の症状＞ 
嘔吐のピークは最初の12時間で、その後は落ち着きます。 
腸の動きが不安定になり、腹痛も見られやすいです（痛くなったり
良くなったり、波のある痛み）。 
下痢は4～7日持続することが多く、2週間続くこともあります。 
発熱がある場合、通常1～3日程度で落ち着きます。 
脱水を疑う所見がある場合、早めに受診してください。 
ウイルス性胃腸炎では、血便は見られません。血便がある場合は、
できるだけ早く受診してください。 
 
＜水分／食事のとり方（経口補水療法）＞ 
吐き気が強い時は1時間程度お腹を休め、吐き気が落ち着いてきた
ら水分を開始します。 
まず、小スプーン1杯から、5～10分おきにこまめに進めてくださ
い。吐かなければ少しずつ量を増やして良いですが、1回量は1～3
口程度に留めましょう（一度にゴクゴク飲むと吐きます）。 
最初の4時間で 体重[kg] × 50～100 mL を目標にしましょう。 
4時間以後は、下痢や嘔吐があったらその都度追加してください。 
飲み物は糖分と塩分がバランスよく含まれることが重要です。経口
補水液（OS-1、アクアライトなど）が理想ですが、リンゴジュー
スや味噌汁・野菜スープ（具なし）も適しています。 
経口補水液と100%リンゴジュースを1:1で混ぜると、飲みやすく効果も高いです。 
小さなお子さんでは、ミルク・母乳だけでも問題ありません。一口ずつ、5～10分間隔で、ミルクは薄
めずに飲ませてください。 
お茶や水ばかりになることは避けてください。スポーツ飲料も糖分・塩分のバランスが良くないので少
量にしてください。 
吐き気が落ち着き本人が食べたがる場合は、食事を開始して良いです。制限はありませんが、脂っぽい
もの、ゴツゴツ固いものは控えた方が無難です。 

＜感染予防＞ 
手に付着したウイルスが口から入ることがもっとも多い感染経路です。 
吐物や便には多量のウイルスが含まれています。 
直接吐物や便に触れていなくても、手から手へウイルスが受け渡され感染が広がります。 
家族みんなで、こまめにしっかり手洗いすることが何よりも重要です。 
アルコール消毒ではウイルスは死滅しません。次亜塩素酸（ミルトンやハイター）が有効です。 
下痢のピークが過ぎたら登園は可能ですが、2～3週間は便にウイルスが排泄されます。下痢が続いてい
る間は感染予防処置、こまめな手洗いを継続してください（家でも園でも）。 

＜脱水を疑う所見＞ 
顔色が悪く、ぐったり 
皮膚に張りがなく乾燥している 
お腹の皮膚をつまむとシワシワ 
手足が冷たい、指先の赤みがない 
目がくぼみ、げっそりした顔つき 
尿の量が少ない

　家族みんなで正しい手洗いをしましょう！ 
　　https://www.kao.co.jp/bioreu/hand/song/

5～10分 5～10分

最初の4時間で飲む量は、

・少量からはじめて、少しずつ増やす
・多くても3口まで（ゴクゴク飲まない）

体重 [kg] × 50～100 [mL] が目標
（例）体重 10kgなら、500～1000mL

その後、嘔吐・下痢があったら、
体重 5～9kg： 60～120 mL
体重 10kg以上： 120～240mL

を目安に、水分を追加する。
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